


モデル事業地の位置
位 置 図



面積 ３６.９９ha

資材材積
５，４０３㎥

生産予定材積 ２，２９０㎥

生産完了材積 ３，６１４㎥

利用率 ６７％

間伐方法
初回列状間
伐

２残１伐

伐採率 ３３％

平均林地傾斜 ２３°

事 業 概 要
事業名 森林環境保全整備事業（保育間伐活用型 北信３御巣鷹）

黒姫山国有林１０１０ち林小班

※ 全量山元巻立



林 分 概 要

主な樹種 スギ

林齢
３８年生

ha当たり蓄積材積 ３９２㎥/ha

単木材積 ０．３３㎥/本

平均胸高直径 ２４㎝

平均樹高 １５ｍ



森林作業道

作業道作設延長 ５，０４８ｍ

路網密度 １５２ｍ/ha

事業期間 ６月１８日～１１月３０日



林業事業体の概要

事業体名 北信木材生産センター協同組合
長野市大字穂保字中ノ配342 代表理事 竹下 元治

素材生産体制 作業員３５名（１０班）

保有機械
３３台

（ロギング・グラップル・スイングヤーダ・フェラーバンチャ－・プロ
セッサ、ハーベスタ、フォワーダ等）

平均年齢 ４８歳



平成２６年度生産量

民国別 主間伐別

民有林 14,985m3 主伐 1,793m3

国有林 10,064m3 間伐 23,256m3

計 25,049m3

総生産性 4．3m3/人

北信木材生産センタ－



事業の具体的な内容

作業システム

事業区域



森林作業道作設



森林作業道（丸太土留め）



伐倒



集材（ウインチ）



造材



林内運搬



山元巻立



作業システムの変更

悪天候

増 員



溜まった木寄せ後の全木材



①森林作業道の線形
工夫と効果について



②利用率の向上



Ｐ会議

高密路網を選択



森林作業道線形

当初線形 変更線形

循環型の作業道線形に変更



ＤＣ会議



現地の状況



Ａ会議



悪路な作業道



作業日報の活用

簡素化した作業日報





・天候不順・地質（黒ボク土）が悪く森林作業道作設（修理）が掛り

まｊ増し

未達成原因

・列状伐倒区域内の刈払をしたため、伐倒工程が掛り増し

林内労働生産性の達成状況について



取組結果と今後の取組

①効果

・日報を付けることにより、日々の出来高が視覚的に意識できた

②課題

・作業従事者の従来型の固定観念がまだ強い。他の現場の作業仕

は組みを視察するなど意識改革が必要

・地質・地形により架線系か高密度路網か選定する基準が必要

③平成２８年度に向けて

・作業従事者に作業日報を付ける意義の再認識

・発注者側のリアルタイムでの分析、フィードバック等のフォロ－




